
平成29年度事務事業進行管理表(事務事業計画・予算管理)
１ 事業概要 課等No. 24 事業No. 385

事務事業名 上水道維持管理事業
会計 水道事業会計

事業区分 経常 実施区分 継続

担当課等名 水道課 開始  終了  

根
拠

主要区分 主 記号 計画等名称

戦略計画
   
   
   

分野別計画
○ 飯田市水道ビジョン
 飯田市水道事業経営戦略
  

法令・例規等
 水道法第１条
  
  

事業目的
対象 上水道事業及び簡易水道事業施設

意図 適正に施設を維持管理することにより、公衆衛生及び生活環境の向上を図る

２ 事業内容

事務事業を進める
上での課題認識

(前年度評価)

水道事業は、全般的に専門技術、知識が必要とされますが、職員の退職・人事異動により十分な指示ができなくなる

恐れがあり、後継技術者の養成が急務です。

29年度
取組

取組内容 経費の内容 事業費(千円)
安全安心な水を、断水することなく継続的に供給し、公衆衛生の

向上と生活環境の改善を図ることを目的とし、水需要者の満足度

の高い水道水が供給できるよう、水道施設を効率よく、かつ安全

に管理し、水道施設全般における維持管理を行います。

・水質検査

　定期検査　　　　　　　　　104 箇所

　毎日検査 （3項目）        52 箇所

・浄水場・配水池及び関連施設維持管理業務

　水源管理　　　　　14箇所

　外構衛生　　　　201箇所

　運転監視　　　　　　1式

水質検査(水道) 32,152

水質検査(簡水) 20,720

浄水場・配水池及び関連施設維持管理業務(水道) 200,000

浄水場・配水池及び関連施設維持管理業務(簡水) 15,750

  

  

  

  

  

その他の経費 0

活動指標

指標名　(数値で表せる活動量) 単位
平成29年度

計画
平成30年度

 
平成31年度

 
平成32年度

 
水質検査 ％ 100    
浄水場・配水池及び関連施設維持管理業務 ％ 100    

      
      
      
      

29年度
予算

財源の状況(千円) 当初予算額 特定財源内訳及び補足事項
事業費　計 268,622  

国庫支出金 0

県支出金 0

地方債 0

その他 0

一般財源 268,622

３ 事務事業を構成する予算科目
番
号

会
計

款 項 目
大
事
業

中
事
業

当初予算額
中事業名(科目名称)

現計予算額

1    71 3 1
 
1  17

 
0

232,152
0

原水及び浄水費(水道事業)

2    71 4 1
 
1  17

 
0

36,470
0

原水及び浄水費(簡易水道事業)

3       
 

 
 

4       
 

 
 

5       
 

 
 

6       
 

 
 

7       
 

 
 



(環境ISO管理)

事業No. 385 事業名  上水道維持管理事業 水道課

環境側面
常
時

非
常
時

緊
急

評
価
１

評
価
２

評
価
３

評
価
４

評
価
５

評
価
６

著
し
い

法令順守 要求事項 中間 年間

一般事務 〇   － × × － × －  
電気の消費 〇   ×  ×  ×   

浄水汚泥の収集運
搬処理

〇   × ×      

汚泥上水の配水 〇   ×   ×    
廃棄物の発生 〇   × ×      

し尿及び雑排水の
発生

〇   × ×  ×    

浄水の異常・浄水
機能の喪失

  〇 ××      ○

浄水汚泥の流出   〇 ×   ×    

浄水場・配水池及び関連施設維持
管理業務委託実施手順書

定常・緊急を含めた適切な実行管理。 ○ ○

妙琴浄水場の浄水汚泥の排出。産
業廃棄物管理票(ﾏﾆｭﾌｪｽﾄ)
の管理。点検月　7,12月

 ○ ○

    
    
    
    
    
    

リスク・機会

環境目標
①実施事項
②達成期限（いつまでに）
③結果の評価方法（どのような水準で）

環境目標達成のための手段・方法・手順

中間評価 年間評価

進捗状況・成果
達成
状況

進捗状況・成果
達成
状況

・的確な維持管理によって、

水道水の安全、安心、安定供

給が持続され、生活環境の保

全が図られます。

 

 浄水(水道水)の水質を
常に
水道法基準値を遵守する

定常・緊急を含めた適切な実行管理。 妙琴浄水場にて臭いが残る事案が
あったが、水道法基準値は守られ
た。 ○

適切な管理により、水道法に定め
られた、水質の水道水の供給がで
きた。
浄水汚泥も適切に処分ができた。

○



平成29年度事務事業進行管理表(事務事業計画・予算管理)
１ 事業概要 課等No. 24 事業No. 386

事務事業名 鉛製給水管布設替事業
会計 水道事業会計

事業区分 政策 実施区分 継続

担当課等名 水道課 開始 H18 終了 H38

根
拠

主要区分 主 記号 計画等名称

戦略計画
   

   

   

分野別計画
○ 飯田市水道ビジョン

 飯田市水道事業経営戦略

  

法令・例規等
 水道法　第４条

  

  

事業目的
対象 上水道区域内の鉛製給水管

意図 鉛製給水管を布設替することにより、安全安心な水道水の供給を行う

２ 事業内容

事務事業を進める
上での課題認識

(前年度評価)

計画的に事業を実施すると共に、他事業との連携により、効率的な事業実施を行い鉛製給水管の解消を図ります。

29年度
取組

取組内容 経費の内容 事業費(千円)
配水本管から量水器までにある鉛製給水管を、計画的に布設替し

、安全安心な水道水の提供を行います。

1.鉛製給水管布設替工事を単独で発注し布設替を実施

2.老朽配水本管の布設替に伴う鉛製給水管の布設替を実施

3.下水道工事、ガス工事等の他事業に伴う給水切り替で行う鉛製

給水管の布設替

4.公道分漏水修理工事・宅内改造工事に伴う鉛製給水管の布設替

5.不明管の調査を実施し、鉛管の有無を確認

鉛製給水管布設替事業 200,000

  

  

  

  

  

  

  

  

その他の経費 0

活動指標

指標名　(数値で表せる活動量) 単位
平成29年度

計画
平成30年度

 
平成31年度

 
平成32年度

 
鉛製給水管布設替 栓 1,700    

調査実施により鉛管でない事が判明 栓 755    

      

      

      

      

29年度
予算

財源の状況(千円) 当初予算額 特定財源内訳及び補足事項
事業費　計 200,000 （そ）　一般会計繰入金　100,000千円

国庫支出金 0

県支出金 0

地方債 0

その他 100,000

一般財源 100,000

３ 事務事業を構成する予算科目
番
号

会
計

款 項 目
大
事
業

中
事
業

当初予算額
中事業名(科目名称)

現計予算額

1    71 3 1
 
2  31

 
0

200,000

0
配水及び給水費

2       
 

 
 

3       
 

 
 

4       
 

 
 

5       
 

 
 

6       
 

 
 

7       
 

 
 



(環境ISO管理)

事業No. 386 事業名  鉛製給水管布設替事業 水道課

環境側面
常
時

非
常
時

緊
急

評
価
１

評
価
２

評
価
３

評
価
４

評
価
５

評
価
６

著
し
い

法令順守 要求事項 中間 年間

一般事務 〇   － × × － × －  

建設発生土 〇       ×   

建設廃棄物 〇    ×  ×    

軽油・ガソリンの

使用
〇   ×  ×  ×   

騒音・振動・排気

ガスの発生
〇   ×       

環境に配慮した設

計積算、施工監督
〇   ○○  ○ ○ ○ ○ ○

水道管等の破損・

離脱
  〇 ××       

建設機械からの油

類流出
  〇 ×   ×    

建設工事に係わる資材の再資源化

等に関する法律（建設リサイクル

法）

請負額500万円以上の土木工事の場合に、下伊那地方事務所

へ通知
○ ○

公共工事環境配慮評価シートによ

る配慮率　80％以上
 ○ ○

    

    

    

    

    

    

    

    

リスク・機会

環境目標
①実施事項
②達成期限（いつまでに）
③結果の評価方法（どのような水準で）

環境目標達成のための手段・方法・手順

中間評価 年間評価

進捗状況・成果
達成
状況

進捗状況・成果
達成
状況

・再資源化、廃棄物の不適切

処理、典型7公害の発生のリス

クがあります。

・再資源化による、資源の保

全が図られます。

・水道施設工事における、環

境配慮設計積算、施工監督に

より、周辺環境の保全が図ら

れます。

・無事故により、安全な生活

環境の保全が図られます。

 公共工事の設計積算及び施工監督

を

常に

環境影響の環境配慮率80％を目

標に行う

年間を通じて環境に配慮した設計を行う 環境に配慮した設計により発注が

できた

○

低騒音低振動型の機械を使用して

工事が行われた。

市民への適切な情報提供により、

苦情なく工事ができた。

○



平成29年度事務事業進行管理表(事務事業計画・予算管理)
１ 事業概要 課等No. 24 事業No. 387

事務事業名 送水能力強化事業
会計 水道事業会計

事業区分 政策 実施区分 継続

担当課等名 水道課 開始 H26 終了 H30

根
拠

主要区分 主 記号 計画等名称

戦略計画
   

   

   

分野別計画
○ 飯田市水道ビジョン

 飯田市水道事業経営戦略

  

法令・例規等
 水道法 第５条

  

  

事業目的
対象 野底浄水場上黒田配水区域

意図 砂払浄水場から上黒田配水池への安定した送水確保により、野底浄水場系の補完強化を図る

２ 事業内容

事務事業を進める
上での課題認識

(前年度評価)

将来の水需要予測を検討し、効果的な計画を立てる事が必要です。

29年度
取組

取組内容 経費の内容 事業費(千円)
野底浄水場は、豪雨時等において水源の濁度が著しく上昇し、水

道水が作れないことがあります。砂払浄水場からの送水施設を整

備し、野底浄水場系の補完強化を図ります。

今宮中継ポンプ場築造工事 70,000

送水管整備工事 82,000

  

  

  

  

  

  

  

その他の経費 0

活動指標

指標名　(数値で表せる活動量) 単位
平成29年度

計画
平成30年度

 
平成31年度

 
平成32年度

 
今宮中継ポンプ場築造工事 箇所 1    

送水管整備工事 ｍ 800    

      

      

      

      

29年度
予算

財源の状況(千円) 当初予算額 特定財源内訳及び補足事項
事業費　計 152,000 （起）　上水債　114,000千円

国庫支出金 0

県支出金 0

地方債 114,000

その他 0

一般財源 38,000

３ 事務事業を構成する予算科目
番
号

会
計

款 項 目
大
事
業

中
事
業

当初予算額
中事業名(科目名称)

現計予算額

1    71 7 1
 
1  1

 
0

152,000

0
拡張費

2       
 

 
 

3       
 

 
 

4       
 

 
 

5       
 

 
 

6       
 

 
 

7       
 

 
 



(環境ISO管理)

事業No. 387 事業名  送水能力強化事業 水道課

環境側面
常
時

非
常
時

緊
急

評
価
１

評
価
２

評
価
３

評
価
４

評
価
５

評
価
６

著
し
い

法令順守 要求事項 中間 年間

一般事務 〇   － × × － × －  

建設発生土 〇       ×   

建設廃棄物 〇    ×  ×    

軽油・ガソリンの

使用
〇   ×  ×  ×   

騒音・振動・排気

ガスの発生
〇   ×       

環境に配慮した設

計積算、施工監督
〇   ○○  ○ ○ ○ ○ ○

水道管等の破損・

離脱
  〇 ××       

建設機械からの油

類流出
  〇 ×   ×    

建設工事に係わる資材の再資源化

等に関する法律（建設リサイクル

法）

請負額500万円以上の土木工事の場合に、下伊那地方事務所

へ通知
○ ○

公共工事環境配慮評価シートによ

る配慮率　80％以上
 ○ ○

    

    

    

    

    

    

    

    

リスク・機会

環境目標
①実施事項
②達成期限（いつまでに）
③結果の評価方法（どのような水準で）

環境目標達成のための手段・方法・手順

中間評価 年間評価

進捗状況・成果
達成
状況

進捗状況・成果
達成
状況

・再資源化、廃棄物の不適切

処理、典型7公害の発生のリス

クがあります。

・再資源化による、資源の保

全が図られます。

・水道施設工事における、環

境配慮設計積算、施工監督に

より、周辺環境の保全が図ら

れます。

・無事故により、安全な生活

環境の保全が図られます。

 公共工事の設計積算及び施工監督

を

常に

環境影響の環境配慮率80％を目

標に行う

年間を通じて環境に配慮した設計を行う 環境に配慮した設計により発注が

できた

○

低騒音低振動型の機械を使用して

工事が行われた。

市民への適切な情報提供により、

苦情なく工事ができた。

○



平成29年度事務事業進行管理表(事務事業計画・予算管理)
１ 事業概要 課等No. 24 事業No. 388

事務事業名 配水施設更新整備事業
会計 水道事業会計

事業区分 政策 実施区分 継続

担当課等名 水道課 開始 H17 終了 H38

根
拠

主要区分 主 記号 計画等名称

戦略計画
   

   

   

分野別計画
○ 飯田市水道ビジョン

 飯田市水道事業経営戦略

  

法令・例規等
 水道法 第５条

  

  

事業目的
対象 上水道区域内の老朽化の著しい導・送・配水管、配水池

意図 管路、配水池を更新し安全性を高め、水道水の安定供給を図る

２ 事業内容

事務事業を進める
上での課題認識

(前年度評価)

施設の老朽化対策及び耐震性確保のための早急な更新が必要です。

リニア等の広域交通時代を見据えた水需要への対応を踏まえ、計画的に水道施設の耐震化・長寿命化計画を進めてい

くことが必要です。

29年度
取組

取組内容 経費の内容 事業費(千円)
老朽化及び耐震性の低い配水池、導水管、送水管、配水管を更新

し、水道水の安定供給を図ります。
鼎配水池更新工事 236,000

上郷第4配水池更新整備事業 7,000

老朽管布設替工事 165,000

送水管布設事業（大門～土曽川） 50,000

共同管解消事業 50,000

配水施設電気計装機器新設・改修 90,000

  

  

  

その他の経費 0

活動指標

指標名　(数値で表せる活動量) 単位
平成29年度

計画
平成30年度

 
平成31年度

 
平成32年度

 
鼎配水池更新工事 箇所 1    

上郷第4配水池更新整備事業 箇所 1    

老朽管布設替工事 ｍ 1,500    

送水管布設事業（大門～土曽川） ｍ 100    

共同管解消事業 ｍ 350    

配水施設電気計装機器新設・改修 式 1    

29年度
予算

財源の状況(千円) 当初予算額 特定財源内訳及び補足事項
事業費　計 598,000 （起）　上水債　358,100千円

（そ）　一般会計出資金　53,100千円国庫支出金 0

県支出金 0

地方債 358,100

その他 53,100

一般財源 186,800

３ 事務事業を構成する予算科目
番
号

会
計

款 項 目
大
事
業

中
事
業

当初予算額
中事業名(科目名称)

現計予算額

1    71 7 1
 
1  1

 
0

343,000

0
拡張費

2    71 7 1
 
2  3

 
0

255,000

0
改良費

3       
 

 
 

4       
 

 
 

5       
 

 
 

6       
 

 
 

7       
 

 
 



(環境ISO管理)

事業No. 388 事業名  配水施設更新整備事業 水道課

環境側面
常
時

非
常
時

緊
急

評
価
１

評
価
２

評
価
３

評
価
４

評
価
５

評
価
６

著
し
い

法令順守 要求事項 中間 年間

一般事務 〇   － × × － × －  

建設発生土 〇       ×   

建設廃棄物 〇    ×  ×    

軽油・ガソリンの

使用
〇   ×  ×  ×   

騒音・振動・排気

ガスの発生
〇   ×       

環境に配慮した設

計積算、施工監督
〇   ○○  ○ ○ ○ ○ ○

水道管等の破損・

離脱
  〇 ××       

建設機械からの油

類流出
  〇 ×   ×    

建設工事に係わる資材の再資源化

等に関する法律（建設リサイクル

法）

請負額500万円以上の土木工事の場合に、下伊那地方事務所

へ通知
○ ○

公共工事環境配慮評価シートによ

る配慮率　80％以上
 ○ ○

    

    

    

    

    

    

    

    

リスク・機会

環境目標
①実施事項
②達成期限（いつまでに）
③結果の評価方法（どのような水準で）

環境目標達成のための手段・方法・手順

中間評価 年間評価

進捗状況・成果
達成
状況

進捗状況・成果
達成
状況

・再資源化、廃棄物の不適切

処理、典型7公害の発生のリス

クがあります。

・再資源化による、資源の保

全が図られます。

・水道施設工事における、環

境配慮設計積算、施工監督に

より、周辺環境の保全が図ら

れます。

・無事故により、安全な生活

環境の保全が図られます。

 公共工事の設計積算及び施工監督

を

常に

環境影響の環境配慮率80％を目

標に行う

年間を通じて環境に配慮した設計を行う 環境に配慮した設計により発注が

できた

○

低騒音低振動型の機械を使用して

工事が行われた。

市民への適切な情報提供により、

苦情なく工事ができた。

○



平成29年度事務事業進行管理表(事務事業計画・予算管理)
１ 事業概要 課等No. 24 事業No. 389

事務事業名 浄水施設更新整備事業
会計 水道事業会計

事業区分 政策 実施区分 継続

担当課等名 水道課 開始  終了  

根
拠

主要区分 主 記号 計画等名称

戦略計画
○ 11 災害に備え、社会基盤を強化し、防災意識を高める
   
   

分野別計画
 飯田市水道ビジョン
 飯田市水道事業経営戦略
  

法令・例規等
 水道法 第５条
  
  

事業目的
対象 上水道及び簡易水道の浄水施設

意図 浄水施設の更新整備を行い、水道水の安定供給をし生活・事業基盤の向上を図る

２ 事業内容

事務事業を進める
上での課題認識

(前年度評価)

現施設の運転を停止することなく、水道水の供給をしながらの更新であり、機器及び配管の切替方法を充分に検討し

、実施における綿密な施行計画と迅速な実施が必要です。

29年度
取組

取組内容 経費の内容 事業費(千円)
・妙琴浄水場

第１期として、浄水池と管理棟の合棟による建設を行ないます。

・遠山簡易水道大野水源

　クリプトスポリジュウム対策のため、膜ろ過ニット設置を実施

します。

妙琴浄水場(管理棟・浄水池)築造工事 687,000

大野膜ろ過ユニット設置工事(簡水) 12,000

浄水施設電気計装機器新設・改修 80,000

  

  

  

  

  

  

その他の経費 0

活動指標

指標名　(数値で表せる活動量) 単位
平成29年度

計画
平成30年度

 
平成31年度

 
平成32年度

 
妙琴浄水場(管理棟・浄水池)築造工事 箇所 1    
大野水源膜ろ過ユニット設置工事 箇所 1    
浄水施設電気計装機器新設・改修 式 1    

      
      
      

29年度
予算

財源の状況(千円) 当初予算額 特定財源内訳及び補足事項
事業費　計 779,000 （国）生活基盤施設耐震化等補助金

 基準事業費×年度割分×補助率 =

        70,000×   0.5288×   0.25 =  9,254千円

(起)　上水債459,500千円　簡水債6,000千円　過疎債6,000千円

(そ)　一般会計出資金153,100千円

国庫支出金 9,254

県支出金 0

地方債 471,500

その他 153,100

一般財源 145,146

３ 事務事業を構成する予算科目
番
号

会
計

款 項 目
大
事
業

中
事
業

当初予算額
中事業名(科目名称)

現計予算額

1    71 7 1
 
1  1

 
0

687,000
0

拡張費

2    71 8 1
 
2  2

 
0

12,000
0

簡水改良費

3    71 7 1
 
2  2

 
0

80,000
0

改良費

4       
 

 
 

5       
 

 
 

6       
 

 
 

7       
 

 
 



(環境ISO管理)

事業No. 389 事業名  浄水施設更新整備事業 水道課

環境側面
常
時

非
常
時

緊
急

評
価
１

評
価
２

評
価
３

評
価
４

評
価
５

評
価
６

著
し
い

法令順守 要求事項 中間 年間

一般事務 〇   － × × － × －  

建設発生土 〇       ×   

建設廃棄物 〇    ×  ×    

軽油・ガソリンの

使用
〇   ×  ×  ×   

騒音・振動・排気

ガスの発生
〇   ×       

環境に配慮した設

計積算、施工監督
〇   ○○  ○ ○ ○ ○ ○

水道管等の破損・

離脱
  〇 ××       

建設機械からの油

類流出
  〇 ×   ×    

建設工事に係わる資材の再資源化

等に関する法律（建設リサイクル

法）

請負額500万円以上の土木工事の場合に、下伊那地方事務所

へ通知
○ ○

公共工事環境配慮評価シートによ

る配慮率　80％以上
 ○ ○

    

    

    

    

    

    

    

    

リスク・機会

環境目標
①実施事項
②達成期限（いつまでに）
③結果の評価方法（どのような水準で）

環境目標達成のための手段・方法・手順

中間評価 年間評価

進捗状況・成果
達成
状況

進捗状況・成果
達成
状況

・再資源化、廃棄物の不適切

処理、典型7公害の発生のリス

クがあります。

・再資源化による、資源の保

全が図られます。

・水道施設工事における、環

境配慮設計積算、施工監督に

より、周辺環境の保全が図ら

れます。

・無事故により、安全な生活

環境の保全が図られます。

 公共工事の設計積算及び施工監督

を

常に

環境影響の環境配慮率80％を目

標に行う

年間を通じて環境に配慮した設計を行う 環境に配慮した設計により発注が

できた

○

低騒音低振動型の機械を使用して

工事が行われた。

市民への適切な情報提供により、

苦情なく工事ができた。

○


